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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文字及び画像データを含む著作物を記憶する複数の著作物提供サーバ及び前記各著作物
提供サーバに割り当てられるべき記憶領域のデータ量を表わす割当情報を送信可能な著作
物提供支援サーバに、通信回線を介して接続可能とする送受信部を有する著作物鑑賞装置
であって、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報が使えるようになった日付を表わす発効日付
を含む日付データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす
割当情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
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物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる発効日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、
　を備えていることを特徴とする著作物鑑賞装置。
【請求項２】
　文字及び画像データを含む著作物を記憶する複数の著作物提供サーバ及び前記各著作物
提供サーバに割り当てられるべき記憶領域のデータ量を表わす割当情報を送信可能な著作
物提供支援サーバに、通信回線を介して接続可能とする送受信部を有する著作物鑑賞装置
であって、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報を閲覧した日付を表わす閲覧日付を含む日付
データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を
記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる閲覧日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、
　を備えていることを特徴とする著作物鑑賞装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の著作物鑑賞装置において、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域の割当が増
やされたと判断された場合に、前記送受信部を介して前記著作物提供支援サーバに接続し
て、増やされた分に相当する著作物紹介情報を取得し、取得した著作物紹介情報を前記記
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憶手段に追加する追加手段と、を備えていることを特徴とする著作物鑑賞装置。
【請求項４】
　請求項１～３の何れかに記載の著作物鑑賞装置において、
　前記著作物紹介情報が閲覧された場合、当該閲覧済み著作物紹介情報を削除する第２の
削除手段を備えていることを特徴とする著作物鑑賞装置。
【請求項５】
　文字及び画像データを含む著作物及び広告料金に関する広告料金情報を記憶する複数の
著作物提供サーバと、前記各著作物提供サーバに割り当てられるべき記憶領域のデータ量
を表わす割当情報を送信可能な著作物提供支援サーバと、送受信部を有し前記著作物提供
サーバによって提供された著作物を鑑賞する著作物鑑賞装置とが、通信回線を介して接続
される著作物提供システムであって、
　前記著作物鑑賞装置は、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報が使えるようになった日付を表わす発効日付
を含む日付データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす
割当情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる発効日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、を備え、
　前記著作物提供支援サーバは、
　前記各著作物提供サーバから得られる広告料金情報に基づいて、前記割当情報を作成す
る割当情報作成手段と、
　前記割当情報作成手段によって作成された割当情報を前記著作物鑑賞装置に送信する割
当情報送信手段と、を備え、
　前記著作物提供サーバは、
　前記著作物鑑賞装置のアクセス手段により送信された著作物コードを受信する著作物コ
ード受信手段と、
　当該著作物コードに対応する著作物を検索し、検索された著作物を前記著作物鑑賞装置
に送信する著作物送信手段と、
　を備えていることを特徴とする著作物提供システム。
【請求項６】
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　文字及び画像データを含む著作物及び広告料金に関する広告料金情報を記憶する複数の
著作物提供サーバと、前記各著作物提供サーバに割り当てられるべき記憶領域のデータ量
を表わす割当情報を送信可能な著作物提供支援サーバと、送受信部を有し前記著作物提供
サーバによって提供された著作物を鑑賞する著作物鑑賞装置とが、通信回線を介して接続
される著作物提供システムであって、
　前記著作物鑑賞装置は、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報を閲覧した日付を表わす閲覧日付を含む日付
データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を
記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる閲覧日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、を備え、
　前記著作物提供支援サーバは、
　前記各著作物提供サーバから得られる広告料金情報に基づいて、前記割当情報を作成す
る割当情報作成手段と、
　前記割当情報作成手段によって作成された割当情報を前記著作物鑑賞装置に送信する割
当情報送信手段と、を備え、
　前記著作物提供サーバは、
　前記著作物鑑賞装置のアクセス手段により送信された著作物コードを受信する著作物コ
ード受信手段と、
　当該著作物コードに対応する著作物を検索し、検索された著作物を前記著作物鑑賞装置
に送信する著作物送信手段と、
　を備えていることを特徴とする著作物提供システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、著作物鑑賞装置、著作物提供システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、文字や音声や画像等の電子化が進み、これらのデータを組み合わせた所謂マルチメ
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ディアデータを、インターネット等を介してＰＣ（パーソナルコンピュータ）等の端末に
配信したり、これらのマルチメディアデータを再生する携帯型端末が開発されている。こ
うした携帯型端末には、例えば、電子化された本のデータを再生する電子書籍装置がある
。
【０００３】
電子書籍装置は電子化された本のデータ（以下、電子ブックデータという）を記憶する記
憶媒体、液晶表示部、読みたい電子ブックデータの選択やページ捲り等を手動操作する操
作入力部、電子書籍装置の各部動作を制御する制御部等を備え、操作入力部により所望の
電子ブックデータが選択されると、制御部は記憶媒体から選択された電子ブックデータを
読み出して、その電子ブックデータの１ページ目のデータを液晶表示部に表示する。
又、操作入力部においてページ捲りが指示されると、液晶表示部に表示されている電子ブ
ックデータを次ページに切り替えて表示する。
【０００４】
上述の電子書籍装置は従来の紙の書籍と比較して、資源の消費を抑えることができ、又、
一つの装置で複数の電子ブックデータを記憶できるので、携帯に便利であるとともに管理
が容易である。このように様々な利点を持つことから、近年、電子書籍装置の開発が急速
に進められている。
【０００５】
そして、このような電子書籍装置のユーザを対象として、電子ブックデータをインターネ
ット上で販売する電子ブック販売サイトが知られている。
従来のように書店で紙の書籍を購入する時と違って、電子ブック販売サイトを利用して電
子ブックデータを購入すれば、ユーザは自宅などで座ってゆっくりと電子ブックの購入を
吟味することができる。そして、気に入った電子ブックがあれば、すぐにそれを購入する
ことができる環境にあるので、このような電子ブック販売サイトに関連するサービスは、
ユーザに広く浸透するチャンスを秘めているとともに、大きなビジネスチャンスをもたら
す可能性が高い。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、電子ブック販売サイトを利用するにあたって、ユーザは必ずインターネッ
トを介して、電子ブック販売サイトに通信接続しなくてはならない。即ち、電子書籍装置
にブラウザが搭載されていれば、当該ブラウザを起動させ、或いは、ブラウザが搭載され
ていなければ、ＰＣなどでブラウザを起動させてインターネットを介して、電子ブック販
売サイトへ通信接続する必要がある。
【０００７】
通常、各電子ブック販売サイトが扱う電子ブックの数は、出版社等により限定されている
ため、異なる出版社から出版されている複数の電子ブックを見て回りたい時、ユーザは、
複数の電子ブック販売サイトにアクセスしなければならない。従って、ユーザはこの際、
ホームページを検索する行為と、本を吟味する行為という２つの行為の両方を同時に強い
られることになって、非常に煩雑に感じるという問題があった。
又、ユーザは通常、回線の接続料金やプロバイダ料金などの費用を負担しなくてはならな
いため、ホームページ等への接続時間を意識せず、集中して本を吟味できる環境にあると
は言い難かった。
【０００８】
更に、電子ブック販売サイトにおける諸手続きに関しても、各電子ブック販売サイトが夫
々の形式により行っているので、インターネット等に親しみのない人は、異なる形式のサ
ービス利用方法をいちいち覚えなければならず、折角のサービスを気軽に利用することが
できないという問題があった。
【０００９】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、通信回線網を介して、マルチメディ
アデータとしての著作物をユーザに簡便に提供することが可能な、著作物鑑賞装置、著作
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物提供システムを提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、請求項１記載の発明は、文字及び画像データを含む著作物を
記憶する複数の著作物提供サーバ及び前記各著作物提供サーバに割り当てられるべき記憶
領域のデータ量を表わす割当情報を送信可能な著作物提供支援サーバに、通信回線を介し
て接続可能とする送受信部を有する著作物鑑賞装置であって、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報が使えるようになった日付を表わす発効日付
を含む日付データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす
割当情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる発効日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、
を備えていることを特徴とする。
　請求項１記載の発明によれば、著作物鑑賞装置において、記憶手段には著作物提供サー
バ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する著作物提供サーバにア
クセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられた著作物コードを含む著作
物取得支援情報と、著作物に含まれるデータの一部を紹介する著作物紹介情報と、当該著
作物紹介情報が使えるようになった日付を表わす発効日付を含む日付データとを対応付け
て記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を記憶する。そして、
検索手段により記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索し、指定手段により検索され
た著作物紹介情報を指定して表示部に表示させるとともに指定された著作物紹介情報に対
応付けられた著作物取得支援情報の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信し、アクセ
スされた著作物提供サーバから送信される前記著作物コードに対応した著作物を送受信部
により受信し、受信された著作物を記憶部に記憶する。
　従って、著作物鑑賞装置のユーザにホームページの検索等を行わせることなく、著作物
紹介情報を表示させて著作物の内容を参照させ、著作物取得支援情報により、ユーザが気
に入った著作物を容易に該当する著作物提供サーバから受信して記憶し、これをユーザに
鑑賞させることができる。
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　又、著作物鑑賞装置のユーザが著作物紹介情報を表示する際、電子書籍装置を通信回線
に接続する必要がなく、手軽に著作物の内容を参照できる。
　又、著作物紹介情報は著作物と比較してデータ量が少なくて済むので、著作物鑑賞装置
に大量に記憶することが可能である。
　又、著作物紹介情報を著作物鑑賞装置に記憶させ、これをユーザに閲覧させるので、著
作物自体を不正に閲覧される恐れがない。
　特に著作物鑑賞装置において、割当情報受信手段により著作物提供支援サーバより送信
された著作物紹介情報を記憶する記憶領域の割当情報が受信され、割当増減判断手段によ
り受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報とを比較して、一の著作物提供
サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を判断し、一の著作物提供サー
バに対する記憶領域に割り当てられたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記
憶領域に記憶されている著作物紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹
介情報のいずれかを、日付データに含まれる発効日付の古い順に選択し、選択された著作
物紹介情報を削除する。従って、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることな
く、著作物紹介情報が記憶される記憶領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除するこ
とができる。また、著作物紹介情報が削除される際、著作物鑑賞装置のユーザがこれから
読む可能性の高い、発効日付の新しい著作物紹介情報が削除されることを防止することが
できる。
【００１４】
　請求項２記載の発明は、文字及び画像データを含む著作物を記憶する複数の著作物提供
サーバ及び前記各著作物提供サーバに割り当てられるべき記憶領域のデータ量を表わす割
当情報を送信可能な著作物提供支援サーバに、通信回線を介して接続可能とする送受信部
を有する著作物鑑賞装置であって、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報を閲覧した日付を表わす閲覧日付を含む日付
データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を
記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる閲覧日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、
を備えていることを特徴とする。
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　請求項２記載の発明によれば、著作物鑑賞装置において、記憶手段には著作物提供サー
バ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する著作物提供サーバにア
クセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられた著作物コードを含む著作
物取得支援情報と、著作物に含まれるデータの一部を紹介する著作物紹介情報と、著作物
紹介情報を閲覧した日付を表わす閲覧日付を含む日付データとを対応付けて記憶するとと
もに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を記憶する。そして、検索手段により
記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索し、指定手段により検索された著作物紹介情
報を指定して表示部に表示させるとともに指定された著作物紹介情報に対応付けられた著
作物取得支援情報の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、送受信部により該当す
る著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信し、アクセスされた著作物
提供サーバから送信される前記著作物コードに対応した著作物を送受信部により受信し、
受信された著作物を記憶部に記憶する。
　従って、著作物鑑賞装置のユーザにホームページの検索等を行わせることなく、著作物
紹介情報を表示させて著作物の内容を参照させ、著作物取得支援情報により、ユーザが気
に入った著作物を容易に該当する著作物提供サーバから受信して記憶し、これをユーザに
鑑賞させることができる。
　又、著作物鑑賞装置のユーザが著作物紹介情報を表示する際、電子書籍装置を通信回線
に接続する必要がなく、手軽に著作物の内容を参照できる。
　又、著作物紹介情報は著作物と比較してデータ量が少なくて済むので、著作物鑑賞装置
に大量に記憶することが可能である。
　又、著作物紹介情報を著作物鑑賞装置に記憶させ、これをユーザに閲覧させるので、著
作物自体を不正に閲覧される恐れがない。
　特に著作物鑑賞装置において、割当情報受信手段により著作物提供支援サーバより送信
された著作物紹介情報を記憶する記憶領域の割当情報が受信され、割当増減判断手段によ
り受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報とを比較して、一の著作物提供
サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を判断し、一の著作物提供サー
バに対する記憶領域に割り当てられたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記
憶領域に記憶されている著作物紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹
介情報のいずれかを、日付データに含まれる閲覧日付の古い順に選択し、選択された著作
物紹介情報を削除する。従って、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることな
く、著作物紹介情報が記憶される記憶領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除するこ
とができる。また、著作物紹介情報が削除される際、著作物鑑賞装置のユーザが閲覧済み
の著作物紹介情報が削除されることになって、ユーザが未読の著作物紹介情報が削除され
ることを防止することができる。
【００１６】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は２に記載の著作物鑑賞装置において、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域の割当が増
やされたと判断された場合に、前記送受信部を介して前記著作物提供支援サーバに接続し
て、増やされた分に相当する著作物紹介情報を取得し、取得した著作物紹介情報を前記記
憶手段に追加する追加手段と、を備えていることを特徴とする。
　請求項３記載の発明によれば、請求項１又は２に記載の発明と同様の効果が得られるこ
とは無論のこと、特に著作物鑑賞装置において、追加手段により、割当増減判断手段によ
って一の著作物提供サーバに対する記憶領域の割当が増やされたと判断された場合に、増
やされた分に相当する著作物紹介情報が追加される。
　従って、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることなく、著作物鑑賞装置の
記憶領域に、著作物紹介情報を新たに追加して、著作物紹介情報を更新することができる
。
【００１７】
　請求項４記載の発明は、請求項１～３の何れかに記載の著作物鑑賞装置において、
　前記著作物紹介情報が閲覧された場合、当該閲覧済み著作物紹介情報を削除する第２の
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削除手段を備えていることを特徴とする。
　請求項４記載の発明によれば、請求項１～３の何れかに記載の発明と同様の効果が得ら
れることは無論のこと、特に著作物鑑賞装置において、第２の削除手段により、著作物紹
介情報が閲覧された場合、当該閲覧済み著作物紹介情報が削除される。
　従って、閲覧済みとなり削除された著作物紹介情報が記憶されていた記憶領域が空き領
域となって、当該記憶領域を有効活用できる。
【００２１】
　請求項５記載の発明は、文字及び画像データを含む著作物及び広告料金に関する広告料
金情報を記憶する複数の著作物提供サーバと、前記各著作物提供サーバに割り当てられる
べき記憶領域のデータ量を表わす割当情報を送信可能な著作物提供支援サーバと、送受信
部を有し前記著作物提供サーバによって提供された著作物を鑑賞する著作物鑑賞装置とが
、通信回線を介して接続される著作物提供システムであって、
　前記著作物鑑賞装置は、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報が使えるようになった日付を表わす発効日付
を含む日付データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす
割当情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と
　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる発効日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、を備え、
　前記著作物提供支援サーバは、
　前記各著作物提供サーバから得られる広告料金情報に基づいて、前記割当情報を作成す
る割当情報作成手段と、
　前記割当情報作成手段によって作成された割当情報を前記著作物鑑賞装置に送信する割
当情報送信手段と、を備え、
　前記著作物提供サーバは、
　前記著作物鑑賞装置のアクセス手段により送信された著作物コードを受信する著作物コ
ード受信手段と、
　当該著作物コードに対応する著作物を検索し、検索された著作物を前記著作物鑑賞装置
に送信する著作物送信手段と、
を備えていることを特徴とする。
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　請求項５記載の発明によれば、著作物鑑賞装置において、記憶手段には著作物提供サー
バ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する著作物提供サーバにア
クセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられた著作物コードを含む著作
物取得支援情報と、著作物に含まれるデータの一部を紹介する著作物紹介情報と、当該著
作物紹介情報が使えるようになった日付を表わす発効日付を含む日付データとを対応付け
て記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を記憶する。そして検
索手段により記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索し、指定手段により検索された
著作物紹介情報を指定して表示部に表示させるとともに指定された著作物紹介情報に対応
付けられた著作物取得支援情報の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、送受信部
により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信し、アクセス
された著作物提供サーバから送信される前記著作物コードに対応した著作物を送受信部に
より受信し、受信された著作物を記憶部に記憶する。さらに割当情報受信手段により著作
物提供支援サーバより送信された著作物紹介情報を記憶する記憶領域の割当情報が受信さ
れ、割当増減判断手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報とを
比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を判
断し、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられたデータ量が減らされたと
判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物紹介情報のうち、減らされたデ
ータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、日付データに含まれる発効日付の古い順
に選択し、選択された著作物紹介情報を削除し、著作物提供支援サーバにおいて、各著作
物提供サーバから得られる広告料金に関する広告料金情報に基づく割当情報が割当情報送
信手段により、著作物鑑賞装置に送信される。また、著作物提供サーバは、著作物鑑賞装
置のアクセス手段により送信された著作物コードを受信し、当該著作物コードに対応する
著作物を検索する。そして、検索された著作物を前記著作物鑑賞装置に送信する。
　従って、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることなく、各著作物提供サー
バから得られる広告料金に基づいて、著作物鑑賞装置の著作物紹介情報が記憶される記憶
領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除することができ、著作物鑑賞装置を利用した
広告活動を容易、且つ効果的に行うことができる。
【００２２】
　請求項６記載の発明は、文字及び画像データを含む著作物及び広告料金に関する広告料
金情報を記憶する複数の著作物提供サーバと、前記各著作物提供サーバに割り当てられる
べき記憶領域のデータ量を表わす割当情報を送信可能な著作物提供支援サーバと、送受信
部を有し前記著作物提供サーバによって提供された著作物を鑑賞する著作物鑑賞装置とが
、通信回線を介して接続される著作物提供システムであって、
　前記著作物鑑賞装置は、
　前記著作物提供サーバ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する
前記著作物提供サーバにアクセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられ
た著作物コードを含む著作物取得支援情報と、前記著作物に含まれるデータの一部を紹介
する著作物紹介情報と、当該著作物紹介情報を閲覧した日付を表わす閲覧日付を含む日付
データとを対応付けて記憶するとともに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を
記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された著作物紹介情報を指定して表示部に表示させる指定手段
と、
　前記指定手段によって指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作物取得支援情報
の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、当該アクセス情報に基づいて前記送受信
部により該当する著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信するアクセ
ス手段と、
　前記アクセス手段によりアクセスされた前記著作物提供サーバから送信される前記著作
物コードに対応した著作物を前記送受信部により受信し、受信された著作物を記憶部に記
憶する記憶制御手段と、
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　前記著作物提供支援サーバより送信された前記割当情報を前記送受信部により受信する
割当情報受信手段と、
　前記割当情報受信手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報と
を比較して、一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を
判断する割当増減判断手段と、
　前記割当増減判断手段により、前記一の著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当て
られたデータ量が減らされたと判断された場合に、当該記憶領域に記憶されている著作物
紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当する著作物紹介情報のいずれかを、前記日付
データに含まれる閲覧日付の古い順に選択し、選択された著作物紹介情報を削除する著作
物紹介情報削除手段と、を備え、
　前記著作物提供支援サーバは、
　前記各著作物提供サーバから得られる広告料金情報に基づいて、前記割当情報を作成す
る割当情報作成手段と、
　前記割当情報作成手段によって作成された割当情報を前記著作物鑑賞装置に送信する割
当情報送信手段と、を備え、
　前記著作物提供サーバは、
　前記著作物鑑賞装置のアクセス手段により送信された著作物コードを受信する著作物コ
ード受信手段と、
　当該著作物コードに対応する著作物を検索し、検索された著作物を前記著作物鑑賞装置
に送信する著作物送信手段と、
を備えていることを特徴とする。
　請求項６記載の発明によれば、著作物鑑賞装置において、記憶手段には著作物提供サー
バ毎に割り当てられた記憶領域を有し、当該記憶領域毎に対応する著作物提供サーバにア
クセスするためのアクセス情報及び著作物ごとに対応付けられた著作物コードを含む著作
物取得支援情報と、著作物に含まれるデータの一部を紹介する著作物紹介情報と、著作物
紹介情報を閲覧した日付を表わす閲覧日付を含む日付データとを対応付けて記憶するとと
もに、前記各記憶領域のデータ量を表わす割当情報を記憶する。そして検索手段により記
憶手段に記憶された著作物紹介情報を検索し、指定手段により検索された著作物紹介情報
を指定して表示部に表示させるとともに指定された著作物紹介情報に対応付けられた著作
物取得支援情報の中のアクセス情報及び著作物コードを取得し、送受信部により該当する
著作物提供サーバにアクセスして、前記著作物コードを送信し、アクセスされた著作物提
供サーバから送信される前記著作物コードに対応した著作物を送受信部により受信し、受
信された著作物を記憶部に記憶する。さらに割当情報受信手段により著作物提供支援サー
バより送信された著作物紹介情報を記憶する記憶領域の割当情報が受信され、割当増減判
断手段により受信した割当情報と前記記憶手段に記憶された割当情報とを比較して、一の
著作物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられるデータ量の増減を判断し、一の著作
物提供サーバに対する記憶領域に割り当てられたデータ量が減らされたと判断された場合
に、当該記憶領域に記憶されている著作物紹介情報のうち、減らされたデータ量に相当す
る著作物紹介情報のいずれかを、日付データに含まれる閲覧日付の古い順に選択し、選択
された著作物紹介情報を削除し、著作物提供支援サーバにおいて、各著作物提供サーバか
ら得られる広告料金に関する広告料金情報に基づく割当情報が割当情報送信手段により、
著作物鑑賞装置に送信される。また、著作物提供サーバは、著作物鑑賞装置のアクセス手
段により送信された著作物コードを受信し、当該著作物コードに対応する著作物を検索す
る。そして、検索された著作物を前記著作物鑑賞装置に送信する。
　従って、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることなく、各著作物提供サー
バから得られる広告料金に基づいて、著作物鑑賞装置の著作物紹介情報が記憶される記憶
領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除することができ、著作物鑑賞装置を利用した
広告活動を容易、且つ効果的に行うことができる。
【００２４】
【発明の実施の形態】
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　以下、図を参照して本発明に係る著作物鑑賞装置、著作物提供支援サーバ、著作物提供
サーバ、著作物提供システム、及びプログラムの実施の形態を詳細に説明する。
【００２５】
　まず構成を説明する。
　図１は、本実施の形態における著作物提供システム１の概略構成を示すブロック図であ
る。
【００２６】
　図１に示すように、著作物提供システム１には、ユーザが所有する電子書籍装置１０、
電子ブック販売サイトＡが備える販売サイトサーバ２０、電子ブック販売サイトＢが備え
る販売サイトサーバ３０、電子週刊誌発行サイトＣが備える発行サイトサーバ４０、電子
週刊誌発行サイトＤが備える発行サイトサーバ５０、電子書籍装置管理サイトＥが備える
管理サイトサーバ６０がネットワーク２を介して接続されている。
【００２７】
ここで、ネットワーク２は、電話回線網、ＩＳＤＮ回線網、専用線、移動体通信網、通信
衛星回線、ＣＡＴＶ回線網等の各種ネットワークを含み、電子書籍装置１０は、ネットワ
ーク２を介して販売サイトサーバ２０、販売サイトサーバ３０、発行サイトサーバ４０、
発行サイトサーバ５０、及び管理サイトサーバ６０に通信接続できる構成となっている。
【００２８】
尚、以下の説明において「電子ブック」と記した場合には、電子データからなる本を意味
し、「書籍」と記した場合には、紙に印刷された本を意味する。又、単に「本」とした場
合は、「電子ブック」及び「書籍」の両方、或いはそれらに共通の属性を意味することと
する。
【００２９】
電子書籍装置１０は携帯型の電子書籍装置であり、無線によりいつでもネットワーク２に
接続できる。
電子ブック販売サイトＡ、及び電子ブック販売サイトＢは、異なる出版社の電子ブックや
書籍を夫々販売しており、電子週刊誌発行サイトＣ、及び電子週刊誌発行サイトＤは、夫
々独自の電子週刊誌を発行している。
【００３０】
電子書籍装置管理サイトＥは、例えば、電子書籍装置１０の製造販売を行う会社等により
運営されており、電子書籍装置１０を対象とする宣伝広告等のサービスを含む様々なデー
タの管理を行っている。
電子書籍装置管理サイトＥは、電子ブック販売サイトＡ、及び電子ブック販売サイトＢか
ら広告料金を得て、その金額に応じて、電子書籍装置１０の記憶媒体１８の記憶領域に各
電子ブック販売サイト毎の割当てを設けている。そして、夫々の割当てを各電子ブック販
売サイト専用の立ち読みデータ記憶領域として用い、ここに記憶される立ち読みデータを
ユーザに「立ち読み」させることにより、各電子ブック販売サイトで販売される電子ブッ
クの購入を促進するサービスを行っている。
【００３１】
電子ブック販売サイトＡ、及び電子ブック販売サイトＢは、電子書籍装置管理サイトＥに
定期的に広告料金を支払うとともに、新規、或いは推奨する本に対応する立ち読みデータ
を作成し、これを電子書籍装置管理サイトＥへ送信する。そして、電子書籍装置１０が、
電子書籍装置管理サイトＥへ定期的に通信接続することにより、電子書籍装置１０は、各
電子ブック販売サイトの広告料金に応じた立ち読みデータ記憶領域の最新の割当て情報１
８ｎ１を受信し、電子書籍装置管理サイトＥから送信される立ち読みデータのうち、各電
子ブック販売サイトの割当てに収まる分の立ち読みデータを電子書籍装置１０の記憶媒体
１８に記憶する。
【００３２】
又、電子書籍装置管理サイトＥは、電子週刊誌発行サイトＣ、及び電子週刊誌発行サイト
Ｄから広告料金を得て、電子書籍装置１０の記憶媒体１８に、各電子週刊誌発行サイト毎
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の割当てを設けている。そして、夫々の割当てを各電子週刊誌発行サイト用の広告データ
、及び購入支援データ記憶領域として用い、ここに記憶される広告データをユーザに閲覧
させることにより、各電子週刊誌発行サイトで発行される電子週刊誌の購入を促進するサ
ービスを行っている。
【００３３】
電子週刊誌発行サイトＣ、及び電子週刊誌発行サイトＤは、定期的に電子書籍装置管理サ
イトＥへ新規の広告データ、及び購入支援データを送信する。そして、電子書籍装置１０
は、電子書籍装置管理サイトＥへ定期的に通信接続することにより、新規の広告データ、
及び購入支援データを受信し、これを電子書籍装置１０の記憶媒体１８に更新して記憶す
る。
【００３４】
次に、電子書籍装置１０の外部構成を説明する。
図２に示すように、電子書籍装置１０は筐体１０ａにＬＣＤ（Liquid Crystal Display）
表示部１５を備え、筐体１０ａの内部には、図３に示す電子書籍装置１０の電子回路（図
示省略）が内蔵されている。
又、筐体１０ａの表面、ＬＣＤ表示部１５の下方の所定位置には、キー入力部１４、及び
図示しない電源スイッチ等が設けられ、裏面には電源部１６（図３）が設けられている。
【００３５】
次に、図３を参照して、電子書籍装置１０の内部構成を説明する。
電子書籍装置１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１、無線送受信部１２、Ｒ
ＡＭ（Random Access Memory）１３、キー入力部１４、ＬＣＤ表示部１５、電源部１６、
記憶装置１７、及び記憶媒体１８等により構成されており、記憶媒体１８を除く各部はバ
ス１９によって接続されている。
【００３６】
ＣＰＵ１１は、キー入力部１４から入力されるキー操作信号に基づき、記憶媒体１８の所
定の記憶領域に格納されている各種制御プログラムを読み出してＲＡＭ１３に一時的に格
納し、当該プログラムに基づく各種処理を実行して電子書籍装置１０の各部を集中制御す
る。
【００３７】
すなわち、ＣＰＵ１１は、読み出した所定のプログラムに基づいて各種処理を実行し、そ
の処理結果をＲＡＭ１３に一時的に格納させると共に、当該処理結果をＬＣＤ表示部１５
に表示させる。又、ＣＰＵ１１は、対応する処理プログラムを記憶媒体１８から読み出し
、各プログラムに対応した処理を実行する。
例えば、ＣＰＵ１１は、立ち読み購入処理（図９～図１１参照）、広告閲覧購入処理（図
１６、図１７参照）、立ち読みデータ補充処理（図１９参照）、データ更新処理（図２０
参照）等を実行する。
【００３８】
無線送受信部１２は、ネットワーク２を介して各サーバに接続し、所望の電子ブックデー
タ等をダウンロードするために各種データを送受信する。
【００３９】
　尚、図１に示す著作物提供システム１において、各サーバと電子書籍装置１０との間で
送受信されるデータには、例えば、電子ブック販売サイトＡが備える販売サイトサーバ２
０、及び電子ブック販売サイトＢが備える販売サイトサーバ３０から配信される電子ブッ
クデータや立ち読みデータ、電子週刊誌発行サイトＣが備える発行サイトサーバ４０、及
び電子週刊誌発行サイトＤが備える発行サイトサーバ５０から配信される電子週刊誌デー
タ、及び電子書籍装置１０から各サーバへ送信される各種データ要求信号等が含まれる。
【００４０】
ＲＡＭ１３は、指定された処理プログラム、入力指示、入力データ、及び処理結果等を一
時的に格納するワークメモリ１３ａ、立ち読み選択画面データメモリ１３ｂ、購入支援デ
ータメモリ１３ｃ、立ち読み文データメモリ１３ｄ、立ち読み履歴データメモリ１３ｅ、
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電子ブックコードメモリ１３ｆ、書籍コードメモリ１３ｇ、購入候補追加希望情報メモリ
１３ｈ、購入希望情報メモリ１３ｉ、暗証番号データメモリ１３ｊ、電子ブック販売サイ
トアドレス情報メモリ１３ｋ、購入手続き関連情報メモリ１３ｌ、最新売価データメモリ
１３ｍ、電子ブック定価データメモリ１３ｎ、書籍定価データメモリ１３ｏ、電子ブック
データメモリ１３ｐ、注文番号データメモリ１３ｑ、広告データメモリ１３ｒ、電子週刊
誌コードメモリ１３ｓ、電子週刊誌発行サイトアドレス情報メモリ１３ｔ、電子週刊誌デ
ータメモリ１３ｕ、最新メモリ割当て情報メモリ１３ｖ、メモリ割当て情報メモリ１３ｗ
等を形成している。
【００４１】
キー入力部１４は、図２に示す様に、筐体１０ａの所定位置に配置され、後述する各処理
において使用するファンクションキー群１４Ａ、文字入力用キー群１４Ｂ、電子書籍装置
操作用キー群１４Ｃ、一つ前の画面に戻す「戻る」キー１４Ｄ、ＬＣＤ表示部１５上の選
択項目やカーソルを移動させる「上下左右」キー１４Ｅ、指定した項目を確定して実行さ
せる「決定」キー１４Ｆ等を備えており、これらのキーが押下されると、その押下された
キーに対応する状態変化信号をＣＰＵ１１へ出力する。
【００４２】
ファンクションキー群１４Ａには、「電子ブック選択画面」キー１４ａ、「立ち読み選択
画面」キー１４ｂ、「読書開始／終了」キー１４ｃ、「定価その他情報」キー１４ｄ、「
購入候補追加」キー１４ｅ、「削除／購入候補削除」キー１４ｆ、「購入候補閲覧」キー
１４ｇ、及び「購入」キー１４ｈを備える。
【００４３】
「電子ブック選択画面」キー１４ａは、記憶媒体１８の領域番号１の電子ブックデータフ
ァイル１８ａに記憶される複数の電子ブックデータの中から、読みたい電子ブックデータ
を選択するための電子ブック選択画面を表示させるキーである。
「立ち読み選択画面」キー１４ｂは、記憶媒体１８の領域番号２～１０の立ち読みデータ
ファイル１８ｂ～１８ｉに記憶される大量の立ち読みデータの中から、ユーザが「立ち読
み」したい立ち読みデータを選択するための立ち読み選択画面を表示させるキーである。
【００４４】
「読書開始／終了」キー１４ｃは、選択した本の読書を開始、又は終了させるキーである
。
「定価その他情報」キー１４ｄは、選択した本に関する定価等の情報を確認するための定
価その他情報画面を表示させるキーである。
【００４５】
「購入候補追加」キー１４ｅ、「削除／購入候補削除」キー１４ｆ、及び「購入候補閲覧
」キー１４ｇは、複数の本を一括して購入する時に使用するキーであって、「購入候補追
加」キー１４ｅは、選択した本を購入候補リストに追加させるキーである。又、「削除／
購入候補削除」キー１４ｆは、選択した本を購入候補リストの中から削除させるキーであ
り、「購入候補閲覧」キー１４ｇは、購入候補リストを表示させるキーである。
「購入」キー１４ｈは、購入する本を選択し終わった後に、実際の購入手続きを開始させ
るキーである。
【００４６】
文字入力用キー群１４Ｂには、本を検索したり、電子ブックにメモを書き込む時に使用す
る、アルファベットやかな等のキーを備える。
電子書籍装置操作用キー群１４Ｃには、例えば、ページ送りや戻り、しおりの挿入・解除
、ページのジャンプ等、電子書籍装置本来の機能を操作するためのキーを備える。
【００４７】
ＬＣＤ表示部１５は、図２に示す様に、電子書籍装置１０の筐体１０ａの表面に装備され
、ＣＰＵ１１を介して入力されるキー入力データや、展開された表示データ等を表示する
。これには、例えば、電子ブックデータに含まれる文字データや画像データ等が含まれる
。
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又、ＬＣＤ表示部１５は、所定の言語で記述された各サーバのホームページの表示も行う
。
【００４８】
電源部１６は、当該電子書籍装置１０を構成する各部に電力を供給する為の充電池を備え
ており、ＣＰＵ１１からの制御信号に従って、電源のオン／オフの切替え等を行うととも
に、充電池の残量を表すデータをＣＰＵ１１へ通知する。
【００４９】
記憶装置１７は、プログラムやデータ等が予め記憶されている記憶媒体１８を有しており
、この記憶媒体１８は磁気的、光学的記憶媒体、若しくは半導体メモリ等により構成され
ており、ＣＰＵ１１で読み取り可能である。この記憶媒体１８は、ハードディスク等の記
憶装置１７に固定的に設けられたもの、若しくはＣＤ－ＲＯＭ、メモリカード等の着脱自
在に装着するものであり、この記憶媒体１８には、電子書籍装置１０に対応する各種アプ
リケーションプログラムや、電子書籍装置１０の立ち読み購入処理（図９～１１参照）等
の処理プログラム、及び各処理プログラムで処理されたデータ等を記憶する。
【００５０】
又、記憶媒体１８には、例えば、図４に示すように、領域番号１に電子ブックデータファ
イル１８ａが、領域番号２～１０に立ち読みデータファイル１８ｂ～１８ｉが、領域番号
１１に電子週刊誌データファイル１８ｊが、領域番号１２に購入手続き関連情報ファイル
１８ｋが、領域番号１３に電子書籍装置暗証番号情報ファイル１８ｌが、領域番号１４に
立ち読みデータ履歴ファイル１８ｍが、領域番号１５にメモリ割当て情報ファイル１８ｎ
が夫々記憶される。
尚、図４における領域番号、及び用途欄は、説明のために便宜的に設けたものである。
【００５１】
電子ブックデータファイル１８ａには、従来の電子書籍装置と同様に、例えば、「人間失
格」の電子ブック本文データとそれに対応する読書支援データ、「伊豆の踊り子」の電子
ブック本文データとそれに対応する読書支援データ等が格納される。
読書支援データは、しおりの位置や、メモやアンダーラインといった、ユーザが電子ブッ
クを読む際に随時記憶させていくデータである。
通常、電子書籍装置が販売される時点で、領域番号１は空き領域となっており、図４に示
すのは、上記のような電子ブックを何冊か購入した後の状態である。
【００５２】
立ち読みデータファイル１８ｂ～１８ｉには、例えば、「戦争と平和」の最初の２０ペー
ジ、或いは「経済学入門」の紹介文と書評といった複数の立ち読み文データ１３０とそれ
に対応する購入支援データ１３１、及び立ち読み履歴データ１３２が予め格納される。
これら立ち読みデータ１３０は、電子ブック販売サイト別に立ち読みデータファイル１８
ｂ～１８ｉに格納されており、各立ち読みデータファイルのデータ量は、例えば、電子ブ
ック販売サイトから電子書籍装置管理サイトＥへ支払われる広告料金に対応して決定され
る。
尚、立ち読みデータファイル１８ｂは電子ブック販売サイトＡに、立ち読みデータファイ
ル１８ｃは電子ブック販売サイトＢに夫々割り当てられているものとする。
【００５３】
　購入支援データ１３１は、例えば、図５（Ｂ）に示すように、「本のタイトル」１３ｃ
ａ、「著者名」１３ｃｂ、「翻訳者名」１３ｃｃ、「出版社名」１３ｃｄ、「ジャンル」
１３ｃｅ、「電子ブックのデータ量」１３ｃｆ、「電子ブックの定価」１３ｃｇ、「電子
ブックの販売サイトのサーバのアドレス」１３ｃｈ、「電子ブックコード」１３ｃｉ、「
書籍のページ数」１３ｃｊ、「書籍のサイズ」１３ｃｋ、「書籍の定価」１３ｃｌ、「書
籍の販売サイトのサーバのアドレス」１３ｃｍ、「書籍コード」１３ｃｎといった一つの
本に関する各項目にわたるカタログ情報である。
　尚、一般的に、電子ブックは存在するが書籍は存在しない本というものが多いので、そ
の場合は例えば、「書籍コード」１３ｃｎに特殊なコードを設定しておき、これに基づい
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て、電子書籍装置１０のＣＰＵ１１は、ユーザに書籍の購入が不可能な旨を通知すること
ができる。
【００５４】
　立ち読み履歴データ１３２は、例えば、図５（Ｃ）に示すように、その本の立ち読みデ
ータが使えるようになった日を表す「立ち読みデータ発効日付」１３ｅａ、その本が立ち
読みされたかどうかを表す「立ち読み有無」１３ｅｂ、立ち読みされた場合の日付を表す
「立ち読み日付」１３ｅｃといった各項目にわたる情報である。「立ち読みデータ発効日
付」１３ｅａには、当初、電子書籍装置１０が購入された日付が入力されているが、電子
書籍装置１０の購入後に新たに記憶された立ち読みデータがある場合、その「立ち読みデ
ータ発効日付」１３ｅａには、立ち読みデータが記憶された当日の日付が入力される。尚
、電子書籍装置１０が購入された日付には、後述する購入手続き関連情報ファイル１８ｋ
に、ユーザが個人情報を入力した日付を代用することも可能である。
【００５５】
電子週刊誌データファイル１８ｊには、例えば、「電子週刊誌Ｘ２０００年１２月１４日
号」の広告データと購入支援データ、「電子週刊誌Ｙ２０００年１２月１４日号」の広告
データと購入支援データ、及び「電子週刊誌Ｚの２０００年１２月７日号」の電子週刊誌
本文データ等が格納される。
図４に示すのは、予め記憶されていた「電子週刊誌Ｘ」、及び「電子週刊誌Ｙ」の広告デ
ータが「２０００年１２月１４日号」の最新号に対応する広告データに更新され、又、「
電子週刊誌Ｚ２０００年１２月７日号」を購入した後の状態である。
【００５６】
広告データとしては、例えば、電車の中吊り広告に見られるような、その号の掲載内容を
知らせる情報が含まれる。
購入支援データとしては、図示しない「電子週刊誌のタイトル」、「出版社名」、「ジャ
ンル」、「電子週刊誌のデータ量」、「電子週刊誌の定価」、「電子週刊誌発行サイトの
サーバのアドレス」、「電子週刊誌コード」といった電子週刊誌に関する各項目にわたる
カタログ情報が含まれる。
【００５７】
購入手続き関連情報ファイル１８ｋには、「住所」、「氏名」、「電話番号」、「クレジ
ットカード番号」、「個人認証情報」等のユーザの個人情報データが格納される。
電子書籍装置購入直後に、ユーザがこれらの情報を予め入力しておくことにより、電子ブ
ック販売サイト等における登録手続きや購入手続きを自動で行うことができる。
【００５８】
電子書籍装置暗証番号情報ファイル１８ｌには、当該電子書籍装置１０の暗証番号データ
が格納される。本の購入手続き等を行う際に、ユーザに暗証番号入力を要求し、その正誤
を判定することによって、その指示が当該電子書籍装置１０の所有者であるユーザからの
指示であるかを確認することができる。
【００５９】
立ち読みデータ履歴ファイル１８ｍには、当該電子書籍装置１０に記憶された立ち読みデ
ータに対応する電子ブックコードが、電子ブック販売サイト別に記録される。ユーザの指
示により、「立ち読み」済みの立ち読みデータが削除された場合においても、この立ち読
みデータ履歴ファイル１８ｍによって、過去に記憶されたことのある立ち読みデータの電
子ブックコードを参照することができるので、削除した立ち読みデータを、電子ブック販
売サイトから再び受信するのを防止することができる。
【００６０】
メモリ割当て情報ファイル１８ｎには、電子ブック販売サイト毎のメモリ割当て情報が格
納される。電子書籍装置１０において、各電子ブック販売サイトに割り当てられる立ち読
みデータ記憶領域のデータ量は、管理サイトサーバ６０から定期的に送信されるメモリ割
当て情報に基づいて増減させられる。このメモリ割当て情報は、例えば、各電子ブック販
売サイトから電子書籍装置管理サイトＥに支払われる広告料金に対応して決定され、管理
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サイトサーバ６０がメモリ割当て情報の更新を行っている。
【００６１】
この記憶媒体１８に記憶するプログラム、データ等は、その一部、若しくは全部をサーバ
やクライアントからＷＡＮ（Wide Area Network）、ＬＡＮ（Local Area Network）など
のネットワークを介して無線送受信部１２から受信する構成にしても良く、更に、記憶媒
体１８はネットワーク２上に構築されたサーバやクライアントの記憶媒体であっても良い
。
【００６２】
次に、図６を参照して、電子ブック販売サイトＡが備える販売サイトサーバ２０の内部構
成を説明する。
【００６３】
販売サイトサーバ２０はＣＰＵ２１、入力装置２２、表示装置２３、ＲＡＭ２４、記憶装
置２５、記憶媒体２６、伝送制御部２７、及び印刷装置２８等により構成されており、記
憶媒体２６を除く各部はバス２９によって接続されている。
【００６４】
ＣＰＵ２１は、記憶媒体２６に記憶されている各種アプリケーションプログラムの中から
指定されたアプリケーションプログラム、入力装置２２から入力される各種指示、或いは
データをＲＡＭ２４内のワークメモリ２４ａに格納し、この入力指示、及び入力データに
応じてＲＡＭ２４に格納したアプリケーションプログラムに従って各種処理を実行し、そ
の処理結果をＲＡＭ２４内のワークメモリ２４ａに格納するとともに、表示装置２３に表
示させる。そして、ワークメモリ２４ａに格納した処理結果を、記憶装置２５内の記憶媒
体２６の所定の保存先に保存する。
【００６５】
販売サイトサーバ２０において、ＣＰＵ２１は、ネットワーク２を介して通信接続された
電子書籍装置１０から送信される情報に応じた処理を実行する。例えば、ＣＰＵ２１は、
後述する立ち読み購入処理（図９～図１１参照）等を実行する。
【００６６】
入力装置２２は、カーソルキー、数字入力キー、及び各種機能キー等を備えたキーボード
と、ポインティングデバイスであるマウスと、を備え、押下されたキーの押下信号やマウ
スの操作信号をＣＰＵ２１に出力する。
表示装置２３は、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等に
より構成され、ＣＰＵ２１を介して入力されるキー入力データや表示データ等を表示する
。
【００６７】
ＲＡＭ２４は、指定されたアプリケーションプログラム、入力指示、入力データ、及び処
理結果等を格納するワークメモリ２４ａ、購入手続き関連情報メモリ２４ｂ、電子ブック
コードメモリ２４ｃ、書籍コードメモリ２４ｄ、最新売価データメモリ２４ｅ、電子ブッ
クデータメモリ２４ｆ、注文番号データメモリ２４ｇ等を形成している。
【００６８】
記憶装置２５は、プログラムやデータ等が予め記憶されている記憶媒体２６を有しており
、この記憶媒体２６は磁気的、光学的記憶媒体、若しくは半導体メモリ等により構成され
ており、ＣＰＵ２１で読み取り可能である。この記憶媒体２６は、ハードディスク等の記
憶装置２５に固定的に設けられたもの、若しくはＣＤ－ＲＯＭ、メモリカード等の着脱自
在に装着するものであり、この記憶媒体２６には販売サイトサーバ２０に対応する各種ア
プリケーションプログラム、及び各処理プログラムで処理されたデータ等を記憶する。
【００６９】
又、記憶媒体２６には、最新売価ファイル２６ａ、電子ブックデータファイル２６ｂ等が
記憶されている。
最新売価ファイル２６ａには、電子ブックコード、或いは書籍コードに対応して夫々の最
新売価データが格納される。
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電子ブックデータファイル２６ｂには、電子ブックコードに対応する電子ブック本文デー
タ、及び各電子ブック本文データに対応する読書支援データが格納される。
【００７０】
この記憶媒体２６に記憶するプログラム、データ等は、その一部、若しくは全部をサーバ
やクライアントからＷＡＮ（Wide Area Network）、ＬＡＮ（Local Area Network）など
のネットワークを介して伝送制御部２７から受信する構成にしても良く、更に、記憶媒体
２６はネットワーク上に構築されたサーバやクライアントの記憶媒体であっても良い。
【００７１】
伝送制御部２７は、モデム（ＭＯＤＥＭ：Modulator／DEModulator）、又はターミナルア
ダプタ（ＴＡ：Terminal Adapter）等によって構成され、ネットワーク２を介して電子書
籍装置１０との通信を行うための制御を行う。
【００７２】
印刷装置２８は、インクジェットプリンタ、又はレーザープリンタ等により構成され、Ｃ
ＰＵ２１から入力される印刷信号に応じて各種データを印刷する。
【００７３】
尚、電子ブック販売サイトＢが備える販売サイトサーバ３０の内部構成は、上述の電子ブ
ック販売サイトＡが備える販売サイトサーバ２０の内部構成と同様であるので、説明を省
略する。
【００７４】
次に、図７を参照して、電子週刊誌発行サイトＣが備える発行サイトサーバ４０の内部構
成の要部を説明する。
【００７５】
発行サイトサーバ４０はＣＰＵ４１、入力装置４２、表示装置４３、ＲＡＭ４４、記憶装
置４５、記憶媒体４６、伝送制御部４７、及び印刷装置４８等により構成されており、記
憶媒体４６を除く各部はバス４９によって接続されている。
【００７６】
発行サイトサーバ４０において、ＣＰＵ４１は、ネットワーク２を介して通信接続された
電子書籍装置１０から送信される情報に応じた処理を実行する。例えば、ＣＰＵ４１は、
後述する広告閲覧購入処理（図１６、図１７参照）等を実行する。
【００７７】
ＲＡＭ４４は、指定されたアプリケーションプログラム、入力指示、入力データ、及び処
理結果等を格納するワークメモリ４４ａ、購入手続き関連情報メモリ４４ｂ、電子週刊誌
コードメモリ４４ｃ、電子週刊誌データメモリ４４ｄ等を形成している。
【００７８】
記憶装置４５は、プログラムやデータ等が予め記憶されている記憶媒体４６を有しており
、この記憶媒体４６には発行サイトサーバ４０に対応する各種アプリケーションプログラ
ム、及び各処理プログラムで処理されたデータ等を記憶する。
【００７９】
又、記憶媒体４６には、電子週刊誌データファイル４６ａ等が記憶されている。
電子週刊誌データファイル４６ａには、電子週刊誌コードに対応する電子週刊誌本文デー
タ等が格納されている。
【００８０】
尚、電子週刊誌発行サイトＤが備える発行サイトサーバ５０の内部構成は、上述の電子週
刊誌発行サイトＣが備える発行サイトサーバ４０の内部構成と同様であるので、説明を省
略する。
【００８１】
次に、図８を参照して、電子書籍装置管理サイトＥが備える管理サイトサーバ６０の内部
構成の要部を説明する。
【００８２】
管理サイトサーバ６０はＣＰＵ６１、入力装置６２、表示装置６３、ＲＡＭ６４、記憶装
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置６５、記憶媒体６６、伝送制御部６７、及び印刷装置６８等により構成されており、記
憶媒体６６を除く各部はバス６９によって接続されている。
【００８３】
管理サイトサーバ６０において、ＣＰＵ６１は、ネットワーク２を介して通信接続された
電子書籍装置１０から送信される情報に応じた処理を実行する。例えば、ＣＰＵ６１は、
後述する立ち読みデータ補充処理（図１９参照）、データ更新処理（図２０参照）等を実
行する。
【００８４】
ＲＡＭ６４は、指定されたアプリケーションプログラム、入力指示、入力データ、及び処
理結果等を格納するワークメモリ６４ａ、電子ブックコードメモリ６４ｂ、立ち読みデー
タメモリ６４ｃ、最新メモリ割当て情報メモリ６４ｄ、広告データメモリ６４ｅ、購入支
援データメモリ６４ｆ等を形成している。
【００８５】
記憶装置６５は、プログラムやデータ等が予め記憶されている記憶媒体６６を有しており
、この記憶媒体６６には管理サイトサーバ６０に対応する各種アプリケーションプログラ
ム、及び各処理プログラムで処理されたデータ等を記憶する。
【００８６】
又、記憶媒体６６には、立ち読みデータファイル６６ａ、メモリ割当て情報ファイル６６
ｂ、広告データファイル６６ｃ等が記憶されている。
【００８７】
立ち読みデータファイル６６ａには、販売サイトサーバ２０から送信された立ち読み文デ
ータとそれに対応する購入支援データ、及び立ち読み履歴データが格納される。
メモリ割当て情報ファイル６６ｂには、電子ブック販売サイト毎のメモリ割当て情報が格
納される。
広告データファイル６６ｃには、発行サイトサーバ４０から送信された電子週刊誌の掲載
内容を知らせる広告データ、及びそれに対応した購入支援データが格納される。
【００８８】
　次に、本発明にかかる著作物提供システム１における動作を説明する。
【００８９】
　尚、後述の各フローチャートは、本発明にかかる著作物提供システム１を構成する電子
書籍装置１０、販売サイトサーバ２０、販売サイトサーバ３０、発行サイトサーバ４０、
発行サイトサーバ５０、管理サイトサーバ６０に各機能を実現させるためのプログラムを
説明するためのものである。これらのプログラムは、各ＣＰＵが読み取り可能なプログラ
ムコードの形態で各記憶媒体に格納されている例で説明するが、全ての機能を各記憶媒体
に格納する必要はなく、必要に応じて、その一部、若しくは全部をネットワーク２を介し
て各伝送制御部から受信して実現するようにしても良い。
【００９０】
（立ち読み購入処理）
図９～図１１は、電子書籍装置１０、及び販売サイトサーバ２０において実行される立ち
読み購入処理を説明するフローチャートである。
【００９１】
電子書籍装置１０では、電源がオンとされたのちに、キー入力部１４のファンクションキ
ー群１４Ａに備えられる立ち読み選択画面キー１４ｂが押下されると、ＣＰＵ１１は、記
憶媒体１８に格納された立ち読み選択画面データを取得し、ＬＣＤ表示部１５に、例えば
、図１２（Ａ）に示すような立ち読み選択画面を表示させる（ステップＳ１０１）。
【００９２】
次に、ＣＰＵ１１は、文字入力による本の検索の実行の有無を判定する（ステップＳ１０
２）。検索文字列入力部１０３ａにキー入力部１４から検索文字が入力され、「検索開始
」ボタン１０３ｂ上にカーソルが移動させられて、「決定」キー１４Ｆが押下されて検索
が開始されると（ステップＳ１０２；Ｙ）、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８に記憶されてい



(20) JP 4140260 B2 2008.8.27

10

20

30

40

50

る立ち読みデータファイル１８ｂを検索し、ＬＣＤ表示部１５に検索結果を表示させ（ス
テップＳ１０３）、ステップＳ１１２へ移行する。
【００９３】
一方、ステップＳ１０２において、ＣＰＵ１１は、文字が入力されないと判定した場合（
ステップＳ１０２；Ｎ）、次に、著者名順による本の表示を指示する入力の有無を判定す
る（ステップＳ１０４）。
そして、ＣＰＵ１１は、図１１（Ａ）の「著者名順に表示する」１０４ａ部分をクリック
することにより著者名順による本の表示指示がキー入力部１４から入力されたと判定した
場合には（ステップＳ１０４；Ｙ）、記憶媒体１８に記憶されている立ち読みデータファ
イル１８ｂを検索して、ＬＣＤ表示部１５に著者名順による本のタイトルを表示させ（ス
テップＳ１０５）、ステップＳ１１２へ移行する。
【００９４】
一方、ステップＳ１０４において、ＣＰＵ１１は、著者名順による本の表示指示が入力さ
れないと判定した場合（ステップＳ１０４；Ｎ）、次に、タイトル名順による本の表示を
指示する入力の有無を判定する（ステップＳ１０６）。
そして、ＣＰＵ１１は、図１１（Ａ）の「タイトル名順に表示する」１０６ａ部分をクリ
ックすることによりタイトル名順による本の表示指示がキー入力部１４から入力されたと
判定した場合には（ステップＳ１０６；Ｙ）、記憶媒体１８に記憶されている立ち読みデ
ータファイル１８ｂを検索して、ＬＣＤ表示部１５にタイトル名順による本のタイトルを
表示させ（ステップＳ１０７）、ステップＳ１１２へ移行する。
【００９５】
一方、ステップＳ１０６において、ＣＰＵ１１は、タイトル名順による本の表示指示が入
力されないと判定した場合（ステップＳ１０６；Ｎ）、次に、ジャンル別による本の表示
を指示する入力の有無を判定する（ステップＳ１０８）。そして、ＣＰＵ１１は、図１１
（Ａ）の「ジャンル別に表示する」１０８ａ部分をクリックすることによりジャンル別に
よる本の表示指示がキー入力部１４から入力されたと判定した場合には（ステップＳ１０
８；Ｙ）、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１２（Ｂ）に示すように、「文芸」１０９ａ
、「推理・ミステリー」１０９ｂ、「歴史・時代小説」１０９ｃ、「ＳＦ・ホラー・ファ
ンタジー」１０９ｄといった複数のジャンルを表示させる（ステップＳ１０９）。
【００９６】
そして、ＣＰＵ１１は、キー入力部１４からジャンル選択の指示が入力されたと判定した
場合（ステップＳ１１０）、記憶媒体１８に記憶される立ち読みデータファイル１８ｂを
検索して、該当する本の購入支援データを読み出し、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１
３（Ａ）に示すように、「戦争と平和」１１１ａ、「罪と罰」１１１ｂといった選択され
るジャンルに分類される複数の本のタイトル、「トルストイ」１１１ｃ、「ドストエフス
キー」１１１ｄといった著者名、翻訳者名１１１ｅ、及びデータ量（ＫＢ）１１１ｆを表
示させる（ステップＳ１１１）。
この際、すべての本のタイトルを１画面で表示しきれない場合には、電子書籍装置操作用
キー群１４Ｃに含まれるページ送りキーや、戻りキー等による表示指示が入力されるよう
になっており、この指示に基づいて複数にわたる画面を表示させる。
【００９７】
表示された本のタイトルの中から、「立ち読み」したい本のタイトルがカーソルによって
選択されて、「決定」キー１４Ｆ、或いは「読書開始／終了」キー１４ｃが押下されると
（ステップＳ１１２）、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８に記憶される立ち読みデータファイ
ル１８ｂから選択された本の立ち読み文データを読み出し、例えば、図１３（Ｂ）に示す
ように、ＬＣＤ表示部１５に表示させる（ステップＳ１１３）。具体的には、タイトル「
戦争と平和」１１３ａ、著者「トルストイ」１１３ｂ、および本文１１３ｃが表示される
。
【００９８】
そして、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８に記憶される立ち読みデータファイル１８ｂから、
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表示された立ち読み文データに対応する立ち読み履歴データを読み出し、「立ち読み有無
」、及び「立ち読み日付」の項目を更新してこれを記憶する（ステップＳ１１４）。
【００９９】
次に、ＣＰＵ１１は、表示された立ち読み文データの削除を指示する入力の有無を判定す
る（ステップＳ１１５）。
そして、ＣＰＵ１１は、「削除／購入候補削除」キー１４ｆが押下されたと判定した場合
(ステップＳ１１５；Ｙ)、記憶媒体１８に記憶される立ち読みデータファイル１８ｂから
、現在表示中の立ち読み文データとそれに対応する購入支援データ、及び立ち読み履歴デ
ータを削除して、当該立ち読みデータが記憶されていた領域を空き領域とする（ステップ
Ｓ１１６）。
【０１００】
一方、ステップＳ１１５において、ＣＰＵ１１は、表示された立ち読み文データの削除指
示が入力されないと判定した場合には（ステップＳ１１５；Ｎ）、ステップＳ１１７へ移
行する。
【０１０１】
次に、ＣＰＵ１１は、表示された立ち読み文データ以外の立ち読み文データの表示を指示
する入力の有無を判定し（ステップＳ１１７）、「立ち読み選択画面」キー１４ｂが押下
されたと判定した場合（ステップＳ１１７；Ｙ）、ステップＳ１０１に移行する。
【０１０２】
一方、ステップＳ１１７において、ＣＰＵ１１は、表示された立ち読み文データ以外の立
ち読み文データの表示指示が入力されないと判定した場合（ステップＳ１１７；Ｎ）、次
に、定価などの情報の確認を指示する入力の有無を判定する（ステップＳ１１８）。そし
て、ＣＰＵ１１は、「定価その他情報」キー１４ｄが押下されたと判定した場合（ステッ
プＳ１１８；Ｙ）、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８に記憶される立ち読みデータファイル１
８ｂから、表示中の立ち読み文データに対応する購入支援データを読み出し、この読み出
した購入支援データに基づいて、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１４（Ａ）に示すよう
な、定価その他情報画面を表示させる（ステップＳ１１９）。
【０１０３】
図１４（Ａ）に示す定価その他情報画面では、例えば、「戦争と平和」１１９ａといった
本のタイトル、「トルストイ」１１９ｂといった著者名、翻訳者名１１９ｃ、出版社名１
１９ｄの他、電子ブック１１９ｅ、或いは書籍１１９ｆの価格１１９ｇ、電子ブックのデ
ータ量１１９ｈ、或いは書籍のページ数１１９ｉやサイズ１１９ｊ等が表示される。この
際、ＣＰＵ１１は、電子ブックコード、或いは書籍コードを参照して、電子ブック、或い
は書籍の形態で存在しないものに関しては、定価その他情報画面に表示させない。
一方、ステップＳ１１８において、ＣＰＵ１１は、「定価その他情報」キー１４ｄが押下
されないと判定した場合（ステップＳ１１８；Ｎ）、ステップＳ１２０へ移行する。
【０１０４】
次に、ＣＰＵ１１は、「購入候補追加」キー１４ｅの押下の有無を判定する（ステップＳ
１２０）。即ち、ＣＰＵ１１は、キー入力部１４から、電子ブック、或いは書籍のどちら
の購入を希望するかの選択指示が入力されたうえで、「購入候補追加」キー１４ｅが押下
されたと判定した場合（ステップＳ１２０；Ｙ）、購入候補追加を希望する本の購入支援
データから、電子ブックコード、或いは書籍コードを取得し、このコードに対応づけて、
購入候補追加希望をＲＡＭ１３の購入候補追加希望情報メモリ１３ｈに記憶し（ステップ
Ｓ１２１）、ステップＳ１１２へ移行する。
【０１０５】
一方、ステップＳ１２０において、ＣＰＵ１１は、「購入候補追加」キー１４ｅが押下さ
れないと判定した場合（ステップＳ１２０；Ｎ）、キー入力部１４から、電子ブック、或
いは書籍のどちらの購入を希望するかの選択指示が入力されたうえで、「購入」キー１４
ｈが押下される（ステップＳ１２２）。すると、ＣＰＵ１１は、購入を希望する本の購入
支援データから、電子ブックコード、或いは書籍コードを取得し、このコードに対応づけ
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て、購入希望をＲＡＭ１３の購入希望情報メモリ１３ｉに記憶する（ステップＳ１２３）
。
【０１０６】
そして、ＣＰＵ１１はＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１４（Ｂ）に示すような本人確認
画面を表示させる（ステップＳ１２４）。本人確認画面の暗証番号入力欄１２６ａに、キ
ー入力部１４から暗証番号が入力されると（ステップＳ１２５）、ＣＰＵ１１は、記憶媒
体１８の領域番号１３に記憶される電子書籍装置暗証番号情報ファイル１８ｌを検索して
、暗証番号データを読み出し、読み出された暗証番号データと暗証番号入力欄１２６ａに
入力された暗証番号とを比較して（ステップＳ１２６）、これらが一致した場合（ステッ
プＳ１２６；Ｙ）、ＣＰＵ１１は購入支援データを参照して、購入を希望する電子ブック
の電子ブックコード、或いは書籍の書籍コードに対応する電子ブック販売サイトのアドレ
ス（例えば、電子ブック販売サイトＡのアドレス）を取得し、このアドレスに基づいて、
無線送受信部１２を介して、電子ブック販売サイトＡが備える販売サイトサーバ２０へ通
信接続する（ステップＳ１２７）。
【０１０７】
一方、ステップＳ１２６において、ＣＰＵ１１は、読み出された暗証番号データと暗証番
号入力欄１２６ａに入力された暗証番号が一致しないと判定した場合（ステップＳ１２６
；Ｎ）、ＣＰＵ１１は、ＬＣＤ表示部１５にエラーメッセージを表示させ（ステップＳ１
２８）、ステップＳ１２４に移行する。
【０１０８】
販売サイトサーバ２０へ接続した後に、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８の領域番号１２に記
憶される購入手続き関連情報ファイル１８ｋを検索して、住所、氏名、電話番号、クレジ
ットカード番号、個人認証情報等の各データを読み出し、これらの各データを、購入希望
、又は購入候補追加希望として記憶される電子ブックコード、或いは書籍コードとともに
、無線送受信部１２を介して販売サイトサーバ２０へ送信する（ステップＳ１２９）。
【０１０９】
すると、販売サイトサーバ２０は、電子書籍装置１０から通信接続されると、ＣＰＵ２１
は伝送制御部２７を介して、電子書籍装置１０から送信される住所、氏名、電話番号、ク
レジットカード番号、個人認証情報等の各データ、及び電子ブックコード、或いは書籍コ
ードを受信して、これを記憶媒体２６の所定の保存先に記憶する（ステップＳ１３０）。
そして、ＣＰＵ２１は、記憶媒体２６に記憶される最新売価ファイル２６ａを検索して、
受信した電子ブックコード、或いは書籍コードに対応する最新売価データを読み出し（ス
テップＳ１３１）、読み出した最新売価データを伝送制御部２７を介して、電子書籍装置
１０へ送信する（ステップＳ１３２）。
【０１１０】
すると、電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は無線送受信部１２を介して、販売サイトサ
ーバ２０から送信される最新売価データを受信し（ステップＳ１３３）、次に、ＣＰＵ１
１は、購入支援データに記憶される電子ブックの定価データ、或いは書籍の定価データを
読み出して、この定価データと受信した最新売価データとが一致するか比較判定する（ス
テップＳ１３４）。
そして、ＣＰＵ１１は、電子ブックの定価データ、或いは書籍の定価データと最新売価デ
ータとが一致すると判定した場合（ステップＳ１３４；Ｙ）、無線送受信部１２を介して
、販売サイトサーバ２０へ購入通知信号を送信する（ステップＳ１３５）。
【０１１１】
一方、ステップＳ１３４において、ＣＰＵ１１は、電子ブックの定価データ、或いは書籍
の定価データと最新売価データとが一致しないと判定した場合（ステップＳ１３４；Ｎ）
、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１５に示すように、「８００円」１３６ａといった最
新売価に価格変更された旨を通知する画面を表示させる（ステップＳ１３６）。
そして、ＣＰＵ１１は、購入を指示する入力の有無を判定し（ステップＳ１３７）、「購
入しない」１３６ｂが指示されたと判定した場合には（ステップＳ１３７；Ｎ）、立ち読
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み購入処理を終了し、「購入する」１３６ｃが指示されたと判定した場合には（ステップ
Ｓ１３７；Ｙ）、ステップＳ１３５へ移行する。
【０１１２】
一方、販売サイトサーバ２０では、ＣＰＵ２１は伝送制御部２７を介して、
電子書籍装置１０から送信される購入通知信号を受信する（ステップＳ１３８）。
そして、送信された個人認証データに基づいて、ユーザの認証確認を行い（ステップＳ１
３９）、次に、ＣＰＵ２１は送信されたコードが電子ブックコードか書籍コードかを判定
し（ステップＳ１４０）、電子ブックコードが送信されたと判定した場合には（ステップ
Ｓ１４０；Ｙ）、ＣＰＵ２１は、記憶媒体２６に記憶される電子ブックデータファイル２
６ｂを検索して、送信された電子ブックコードに対応する電子ブックデータを読み出し、
伝送制御部２７を介してこれを電子書籍装置１０へ送信し（ステップＳ１４１）、立ち読
み購入処理を終了する。
【０１１３】
一方、ステップＳ１４０において、ＣＰＵ２１は、電子ブックコードが送信されずに書籍
コードが送信されたと判定した場合には（ステップＳ１４０；Ｎ）、受信した書籍コード
の注文受付を行い（ステップＳ１４２）、注文受付に対応する注文番号データを生成して
、この注文番号データを伝送制御部２７を介して、電子書籍装置１０へ送信し（ステップ
Ｓ１４３）、立ち読み購入処理を終了する。
【０１１４】
すると、電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は販売サイトサーバ２０からの電子ブックデ
ータの送信の有無を判定し（ステップＳ１４４）、無線送受信部１２を介して、販売サイ
トサーバ２０から電子ブックデータを受信した場合（ステップＳ１４４；Ｙ）、ＣＰＵ１
１は受信した電子ブックデータを、記憶媒体１８の領域番号１の電子ブックデータファイ
ル１８ａの空き領域に記憶する（ステップＳ１４５）。
そして、ＣＰＵ１１は、電子ブックデータ、或いは注文番号データを受信していない購入
候補の有無を判定する（ステップＳ１４６）。
【０１１５】
一方、ステップＳ１４４において、販売サイトサーバ２０から電子ブックデータを受信し
なかった場合には（ステップＳ１４４；Ｎ）、ＣＰＵ１１は無線送受信部１２を介して、
販売サイトサーバ２０が送信した注文番号データを受信し（ステップＳ１４７）、ステッ
プＳ１４６へ移行する。
そして、ステップＳ１４６において、ＣＰＵ１１は、電子ブックデータ、或いは注文番号
データを受信していない購入候補があると判定した場合には（ステップＳ１４６；Ｙ）、
ステップＳ１２７へ移行する。
【０１１６】
一方、ステップＳ１４６において、電子ブックデータ、或いは注文番号データを受信して
いない購入候補がない場合には（ステップＳ１４６；Ｎ）、ＣＰＵ１１は、販売サイトサ
ーバ２０への接続を切断し、立ち読み購入処理を終了する。
【０１１７】
（広告閲覧購入処理）
図１６～図１７は、電子書籍装置１０、及び発行サイトサーバ４０において実行される広
告閲覧購入処理を説明するフローチャートである。
【０１１８】
電子書籍装置１０では、電源がオンとされたのちに、キー入力部１４のファンクションキ
ー群１４Ａに備えられる立ち読み選択画面キー１４ｂが押下されると、ＣＰＵ１１はＬＣ
Ｄ表示部１５に、例えば、図１２（Ａ）に示すような立ち読み選択画面を表示させる（ス
テップＳ２０１）。
【０１１９】
次に、ＣＰＵ１１は、図１２（Ａ）の電子週刊誌広告閲覧２０２ａを指示する入力の有無
を判定し（ステップＳ２０２）、電子週刊誌広告閲覧の指示が入力されたと判定した場合
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には（ステップＳ２０２；Ｙ）、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８の領域番号１１に記憶され
ている電子週刊誌データファイル１８ｊを検索して、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１
８（Ａ）に示すような広告データ一覧画面を表示させる（ステップＳ２０３）。
【０１２０】
次に、キー入力部１４から、図１８（Ａ）において、例えば、「電子週刊誌Ｘ（２０００
年１２月１４日号の広告）」２０４ａ、「電子週刊誌Ｙ（２０００年１２月１４日号の広
告）」２０４ｂ等の広告データの中から、「電子週刊誌Ｘ（２０００年１２月１４日号の
広告）」２０４ａの広告データを閲覧するとの指示が入力されると（ステップＳ２０４）
、ＣＰＵ１１は、電子週刊誌データファイル１８ｊから選択された広告データを読み出し
、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１８（Ｂ）に示すような電子週刊誌広告画面を表示さ
せる（ステップＳ２０５）。
【０１２１】
次に、ＣＰＵ１１は、表示された広告データ以外の広告データの表示を指示する入力の有
無を判定し（ステップＳ２０６）、「立ち読み選択画面」キー１４ｂが押下されと判定し
た場合（ステップＳ２０６；Ｙ）、ステップＳ２０３に移行する。
【０１２２】
一方、ステップＳ２０６において、ＣＰＵ１１は、表示された広告データ以外の広告デー
タの表示指示が入力されない場合（ステップＳ２０６；Ｎ）、次に、定価などの情報の確
認を指示する入力の有無を判定する（ステップＳ２０７）。そして、ＣＰＵ１１は、「定
価その他情報」キー１４ｄが押下されたと判定した場合（ステップＳ２０７；Ｙ）、記憶
媒体１８に記憶される電子週刊誌データファイル１８ｊから、表示中の広告データに対応
する購入支援データを読み出し、この読み出した購入支援データに基づいて、ＬＣＤ表示
部１５に、定価その他情報画面を表示させる（ステップＳ２０８）。
【０１２３】
次に、ＣＰＵ１１は、「購入候補追加」キー１４ｅの押下の有無を判定する（ステップＳ
２０９）。そして、ＣＰＵ１１は、「購入候補追加」キー１４ｅが押下されたと判定した
場合（ステップＳ２０９；Ｙ）、購入候補追加を希望する電子週刊誌の購入支援データか
ら、電子週刊誌コードを取得し、この電子週刊誌コードに対応づけて、購入候補追加希望
をＲＡＭ１３の購入候補追加希望情報メモリ１３ｈに）記憶し（ステップＳ２１０）、ス
テップＳ２０３へ移行する。
【０１２４】
一方、ステップＳ２０９において、「購入候補追加」キー１４ｅが押下されない場合（ス
テップＳ２０９；Ｎ）、「購入」キー１４ｈが押下され（ステップＳ２１１）、ＣＰＵ１
１は、購入を希望する電子週刊誌の購入支援データから、電子週刊誌コードを取得し、こ
の電子週刊誌コードに対応づけて、購入希望をＲＡＭ１３の購入希望情報メモリ１３ｉに
記憶する（ステップＳ２１２）。
【０１２５】
そして、ＣＰＵ１１は、ＬＣＤ表示部１５に、例えば、図１４（Ｂ）に示すような本人確
認画面を表示させる（ステップＳ２１３）。本人確認画面の暗証番号入力欄１２６ａに、
キー入力部１４から暗証番号が入力されると（ステップＳ２１４）、ＣＰＵ１１は、記憶
媒体１８の領域番号１３に記憶される電子書籍装置暗証番号情報ファイル１８ｌを検索し
て、暗証番号データを読み出し、読み出された暗証番号データと、暗証番号入力欄１２６
ａに入力された暗証番号とを比較する（ステップＳ２１５）。そして、ＣＰＵ１１は、こ
れらが一致したと判定した場合（ステップＳ２１５；Ｙ）、購入支援データを参照して、
購入を希望する電子週刊誌コードに対応する電子週刊誌発行サイトのアドレス（例えば、
電子週刊誌発行サイトＣのアドレス）を取得し、このアドレスに基づいて、無線送受信部
１２を介して発行サイトサーバ４０へ通信接続する（ステップＳ２１６）。
【０１２６】
一方、ステップＳ２１５において、ＣＰＵ１１は、読み出された暗証番号データと、暗証
番号入力欄１２６ａに入力された暗証番号とが一致しないと判定した場合（ステップＳ２
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１５；Ｎ）、ＬＣＤ表示部１５にエラーメッセージを表示させ（ステップＳ２１７）、ス
テップＳ２１３に移行する。
【０１２７】
次いで、発行サイトサーバ４０へ接続した後に、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８の領域番号
１２に記憶される購入手続き関連情報ファイル１８ｋを検索して、住所、氏名、電話番号
、クレジットカード番号、個人認証情報等の各データを読み出し、これらの各データを、
購入希望、又は購入候補追加希望として記憶される週刊誌コード、及び購入通知信号をと
ともに、無線送受信部１２を介して発行サイトサーバ４０へ送信する（ステップＳ２１８
）。
【０１２８】
一方、発行サイトサーバ４０は、電子書籍装置１０から通信接続されると、ＣＰＵ４１は
伝送制御部４７を介して、電子書籍装置１０から送信される住所、氏名、電話番号、クレ
ジットカード番号、個人認証情報等の各データ、電子週刊誌コード、及び購入通知信号を
受信して、これを記憶媒体４６の所定の保存先に記憶する（ステップＳ２１９）。
【０１２９】
そして、ＣＰＵ４１は、送信された個人認証データに基づいて、ユーザの認証確認を行い
（ステップＳ２２０）、記憶媒体４６に記憶される電子週刊誌データファイル４６ａを検
索して、受信した電子週刊誌コードに対応する電子週刊誌データを読み出し、読み出した
電子週刊誌データを伝送制御部４７を介して、電子書籍装置１０へ送信し（ステップＳ２
２１）、広告閲覧購入処理を終了する。
【０１３０】
一方、電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は、無線送受信部１２を介して、発行サイトサ
ーバ４０から送信された電子週刊誌データを受信し、受信した電子週刊誌データを、記憶
媒体１８の電子週刊誌データファイル１８ｋの空き領域に記憶して（ステップＳ２２２）
、発行サイトサーバ４０への接続を切断し、広告閲覧購入処理を終了する。
【０１３１】
（立ち読みデータ補充処理）
図１９は、電子書籍装置１０、及び管理サイトサーバ６０において実行される立ち読みデ
ータ補充処理を説明するフローチャートである。
【０１３２】
電子書籍装置１０では、電源がオンとされたのちに、ＣＰＵ１１は、立ち読みデータの削
除の有無を判定し（ステップＳ３０１）、例えば、図４に示す立ち読みデータファイル１
８ｃのように、立ち読みデータが削除されて、空き領域が存在する立ち読みデータファイ
ルがある場合（ステップＳ３０１；Ｙ）、ＣＰＵ１１は、無線送受信部１２を介して管理
サイトサーバ６０へ通信接続する（ステップＳ３０２）。
【０１３３】
管理サイトサーバ６０へ接続した後に、ＣＰＵ１１は、記憶媒体１８の領域番号１４に記
憶されている立ち読みデータ履歴ファイル１８ｍを検索して、電子書籍装置１０が記憶し
た立ち読みデータに対応する電子ブックコードのうち、空き領域が存在する立ち読みデー
タファイル１８ｃを割り当てられている電子ブック販売サイトＢが、電子書籍装置管理サ
イトＥへ提供した立ち読みデータに対応する電子ブックコードを読み出し、この電子ブッ
クコードを立ち読みデータ要求信号とともに、無線送受信部１２を介して管理サイトサー
バ６０へ送信する（ステップＳ３０３）。
【０１３４】
一方、管理サイトサーバ６０は、電子書籍装置１０から通信接続されると、ＣＰＵ６１は
伝送制御部６７を介して、電子書籍装置１０から送信される電子ブックコード、及び立ち
読みデータ要求信号を受信して、これをＲＡＭ６４の電子ブックコードメモリ６４ｂに記
憶する（ステップＳ３０４）。
【０１３５】
次に、ＣＰＵ６１は、記憶媒体６６に記憶される立ち読みデータファイル６６ａを検索し
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て、電子ブック販売サイトＢが提供した立ち読みデータのうち、受信した電子ブックコー
ドに含まれない電子ブックコード、即ち電子書籍装置１０が未記憶の電子ブックコードに
対応する立ち読みデータを読み出し、読み出した立ち読みデータを伝送制御部６７を介し
て、電子書籍装置１０へ送信して（ステップＳ３０５）、立ち読みデータ補充処理を終了
する。
【０１３６】
一方、電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は、無線送受信部１２を介して、管理サイトサ
ーバ６０から送信された立ち読みデータを受信し（ステップＳ３０６）、これを立ち読み
データファイル１８ｃの空き領域がいっぱいになるまで記憶する（ステップＳ３０７）。
そして、ＣＰＵ１１は、記憶した立ち読みデータに含まれる購入支援データから電子ブッ
クコードを読み出して、記憶媒体１８の立ち読みデータ履歴ファイル１８ｍに記憶し（ス
テップＳ３０８）、記憶した立ち読みデータに含まれる立ち読み履歴データの立ち読みデ
ータ発効日付を当日の日付に更新して記録し（ステップＳ３０９）、管理サイトサーバ６
０への接続を切断したうえで、立ち読みデータ補充処理を終了する。
【０１３７】
（データ更新処理）
図２０は、電子書籍装置１０、及び管理サイトサーバ６０において実行されるデータ更新
処理を説明するフローチャートである。
【０１３８】
電子書籍装置１０では、電源がオンとされたのちに、ＣＰＵ１１は、例えば、一週間に一
度、定期的に無線送受信部１２を介して管理サイトサーバ６０へ通信接続して（ステップ
Ｓ４０１）、データ更新要求信号を送信する（ステップＳ４０２）。
【０１３９】
一方、管理サイトサーバ６０では、電子書籍装置１０から通信接続されると、ＣＰＵ６１
は、伝送制御部６７を介して、電子書籍装置１０から送信されたデータ更新要求信号を受
信し（ステップＳ４０３）、記憶媒体６６に記憶されるメモリ割当て情報ファイル６６ｂ
を検索して、電子ブック販売サイト毎の最新メモリ割当て情報を読み出し、この最新メモ
リ割当て情報を伝送制御部６７を介して、電子書籍装置１０へ送信する（ステップＳ４０
４）。
【０１４０】
電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は、無線送受信部１２を介して、管理サイトサーバ６
０から送信された最新メモリ割当て情報を受信し、これを記憶媒体１８の領域番号１５に
記憶されるメモリ割当て情報ファイル１８ｎに記憶する（ステップＳ４０５）。そして、
ＣＰＵ１１は、メモリ割当て情報ファイル１８ｎを検索して、現在、電子書籍装置１０に
適用されているメモリ割当て情報を読み出し、このメモリ割当て情報と受信した最新のメ
モリ割当て情報を比較し（ステップＳ４０６）、メモリ割当て量の減らされた電子ブック
販売サイトの有無を判定する（ステップＳ４０７）。
【０１４１】
そして、ＣＰＵ１１は、メモリ割当て量の減らされた電子ブック販売サイトがあると判定
した場合（ステップＳ４０７；Ｙ）、記憶媒体１８に記憶される、当該電子ブック販売サ
イトが割り当てられる立ち読みデータファイルから、夫々の立ち読みデータに対応する立
ち読み履歴データを読み出して、立ち読みデータ発効日付が最も古い立ち読みデータから
順に削除し、当該電子ブック販売サイトが割り当てられる立ち読みデータファイルを、最
新のメモリ割当て量に対応するデータ量に調整する（ステップＳ４０８）。
一方、ステップＳ４０７において、ＣＰＵ１１は、メモリ割当て量の減らされた電子ブッ
ク販売サイトがないと判定した場合（ステップＳ４０７；Ｎ）、ステップＳ４０９へ移行
する。
【０１４２】
次に、ＣＰＵ１１は、メモリ割当て量の増やされた電子ブック販売サイトの有無を判定す
る（ステップＳ４０９）。ＣＰＵ１１は、メモリ割当て量の増やされた電子ブック販売サ
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イトがあると判定した場合（ステップＳ４０９；Ｙ）、記憶媒体１８の領域番号１４に記
憶されている立ち読みデータ履歴ファイル１８ｍを検索して、電子書籍装置１０が記憶し
た立ち読みデータに対応する電子ブックコードのうち、メモリ割当て量が増やされた電子
ブック販売サイトが、電子書籍装置管理サイトＥへ提供した立ち読みデータに対応する電
子ブックコードを読み出し、この電子ブックコードを立ち読みデータ要求信号とともに、
無線送受信部１２を介して管理サイトサーバ６０へ送信する（ステップＳ４１０）。
【０１４３】
すると、管理サイトサーバ６０では、ＣＰＵ６１は伝送制御部６７を介して、電子書籍装
置１０から送信される電子ブックコード、及び立ち読みデータ要求信号を受信して、これ
をＲＡＭ６４の電子ブックコードメモリ６４ｂに記憶する（ステップＳ４１１）。
次に、ＣＰＵ６１は、記憶媒体６６に記憶される立ち読みデータファイル６６ａを検索し
て、メモリ割当て量が増やされた電子ブック販売サイトが提供した立ち読みデータのうち
、受信した電子ブックコードに含まれない電子ブックコード、即ち電子書籍装置１０が未
記憶の電子ブックコードに対応する立ち読みデータを読み出し、読み出した立ち読みデー
タを伝送制御部６７を介して、電子書籍装置１０へ送信する（ステップＳ４１２）。
【０１４４】
すると、電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は、無線送受信部１２を介して、管理サイト
サーバ６０から送信された立ち読みデータを受信する（ステップＳ４１３）。そして、当
該電子ブック販売サイトが割り当てられる立ち読みデータファイルが、最新のメモリ割当
て量に対応するデータ量になるよう、立ち読みデータファイルの増やされた記憶領域がい
っぱいになるまで、受信した立ち読みデータを記憶する（ステップＳ４１４）。
【０１４５】
そして、ＣＰＵ１１は、記憶した立ち読みデータに含まれる購入支援データから電子ブッ
クコードを読み出して、記憶媒体１８の立ち読みデータ履歴ファイル１８ｍに記憶し（ス
テップＳ４１５）、記憶した立ち読みデータに含まれる立ち読み履歴データの立ち読みデ
ータ発効日付を当日の日付に更新して記憶する（ステップＳ４１６）。
【０１４６】
又、管理サイトサーバ６０では、ＣＰＵ６１は、記憶媒体６６に記憶される広告データフ
ァイル６６ｃを検索して、各電子週刊誌の最新の広告データ、及びそれに対応する購入支
援データを読み出し、これらを伝送制御部６７を介して電子書籍装置１０へ送信し（ステ
ップＳ４１７）、データ更新処理を終了する。
【０１４７】
電子書籍装置１０では、ＣＰＵ１１は無線送受信部１２を介して、管理サイトサーバ６０
から送信された最新の広告データ、及びそれに対応する購入支援データを受信する（ステ
ップＳ４１８）。そして、これを記憶媒体１８の電子週刊誌データファイル１８ｊに記憶
し、電子週刊誌の広告データ、及び購入支援データを夫々更新して（ステップＳ４１９）
、管理サイトサーバ６０への接続を切断し、データ更新処理を終了する。
【０１４８】
以上説明したように、電子書籍装置１０は、立ち読み購入処理を行うことにより、電子ブ
ック販売サイトＡ、或いは電子ブック販売サイトＢへ自動接続し、ユーザが「立ち読み」
して気に入った電子ブックを購入するので、ユーザは購入手続き等を自分で行う必要がな
く、容易に電子ブックを購入することができる。
又、電子書籍装置１０は、広告閲覧購入処理を行うことにより、電子週刊誌発行サイトＣ
、或いは電子週刊誌発行サイトＤへ自動接続し、ユーザが広告を見て気に入った電子週刊
誌を購入するので、ユーザは購入等の手続きを自分で行う必要がなく、手軽に電子週刊誌
を購入することができる。
【０１４９】
又、電子書籍装置１０は、立ち読みデータ補充処理を行うことにより、電子書籍装置管理
サイトＥへ自動接続し、削除された立ち読みデータに入れ替わる新たな立ち読みデータを
取得するので、ユーザは常に様々な本の「立ち読み」をすることができる。
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更に、電子書籍装置１０は、データ更新処理を行うことにより、電子書籍装置管理サイト
Ｅへ自動接続し、最新のメモリ割当て情報と電子週刊誌の広告データを取得するので、常
に最新のメモリ割当てを電子書籍装置１０に反映することができるとともに、ユーザは常
に、最新の電子週刊誌の広告を閲覧することができる。
【０１５０】
　尚、上記実施の形態における記述内容は、本発明に係る著作物鑑賞装置、著作物提供支
援サーバ、著作物提供サーバ、著作物提供システム、及びプログラムの好適な一例であり
、これに限定されるものではない。
　例えば、電子書籍装置１０は、携帯電話、携帯端末等であってもよいし、又、「立ち読
み」する際の操作は、従来の電子ブックを読む際の操作と同様としたが全く同一である必
要はなく、ネットワーク２への接続やホームページの検索といった特別な操作を省略する
ことが可能であって、従来と概ね同じ操作であれば良い。
　又、電子書籍装置１０が表示する対象は、電子ブックの最初の一部、或いは書評、紹介
文といったものに限定されるものではなく、音声データや画像データからなる音楽や映画
等でも良い。
　この場合、音楽や映画の一部、或いは宣伝情報等を立ち読みデータとして予め電子書籍
装置１０に記憶させておき、ユーザはこれを視聴して、音楽や映画のデータの購入を検討
することができる。
【０１５１】
電子書籍装置１０において、電子ブックの立ち読みデータ、及び電子週刊誌の広告データ
は、予め記憶媒体１８に記憶されているとしたが、ユーザが電子書籍装置１０を購入した
際には記憶媒体１８には何も記憶されておらず、管理サイトサーバ６０への最初の通信接
続時に、これらのデータを一括してダウンロードするようにしても良い。
或いは、電子書籍装置１０に予め大量の立ち読みデータを記憶させておき、以後、立ち読
みデータの更新は行わないことも可能である。
【０１５２】
又、立ち読みデータ記憶領域のデータ量は固定としたが、ユーザが任意に変更することも
可能であるし、電子ブックデータ記憶領域がいっぱいになった場合には、立ち読みデータ
を自動的に削除して、立ち読みデータ記憶領域を縮小変更するようにしても良い。
又、電子書籍装置管理サイトＥに広告料金を支払い、電子書籍装置１０の記憶媒体１８に
メモリ割当てを受ける対象としては、電子ブック販売サイト以外にも、出版社や通常の書
店等が運営するサイトでも良い。
【０１５３】
立ち読み購入処理において、電子書籍装置１０が書籍を取り扱っていない電子ブック販売
サイトに通信接続し、ここでユーザが書籍の購入を希望した場合、当該電子ブック販売サ
イトから電子書籍装置１０へエラーメッセージ信号を送信させ、これを受信した電子書籍
装置１０に、希望する書籍を取り扱っている別の電子ブック販売サイト、或いは書籍の宅
配を専門に扱う販売サイトを検索させて自動接続させ、購入手続きを続行させるようにし
ても良い。
電子ブックの購入手続き等においても、すべてを自動で行う以外にも、その一部、例えば
、クレジットカード番号の入力等の手続きに関しては、ユーザ本人が入力するようにして
も良い。
【０１５４】
立ち読みデータ補充処理、及びデータ更新処理において、電子書籍装置１０は管理サイト
サーバ６０に接続して立ち読みデータ等を取得するとしたが、管理サイトサーバ６０以外
にも、例えば、電子ブック販売サイト等に直接接続して、その電子ブック販売サイトで扱
っている電子ブックの立ち読みデータを取得することも可能である。
又、データ更新処理において、電子書籍装置１０の記憶する立ち読みデータを削除して減
らす必要がある場合、「立ち読みデータ発効日付」の古いものから順に削除するとしたが
、ユーザが「立ち読み」済みの立ち読みデータの中で、「立ち読み日付」の古いものから
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順に削除するようにしても良い。
更に、データ更新処理において、電子週刊誌の広告データを最新のものに更新したように
、立ち読みデータについても「立ち読みデータ発効日付」がある一定期間を過ぎたものに
関しては、「立ち読み有無」に関わらず、新しい立ち読みデータと入れ替えるようにして
も良い。
【０１５５】
データ更新処理において、電子書籍装置１０は、例えば一週間に一度、定期的に管理サイ
トサーバ６０へ自動接続してデータの更新を行うとしたが、電子書籍装置１０のユーザが
、希望する本のジャンルや著者名、本のタイトル等を予め指定しておき、これに該当する
立ち読みデータを電子書籍装置１０が取得するようにしても良い。
又、電子書籍装置１０にユーザの読書歴を記憶させておき、この読書歴に基づくユーザの
好みをＣＰＵ１１に検出させて、これによって新たに記憶する立ち読みデータの自動選別
を行っても良い。
その他、電子書籍装置１０、及び各サーバの細部構成、及び詳細動作に関しても、本発明
の趣旨を逸脱することのない範囲で適宜変更可能である。
【０１５６】
【発明の効果】
　請求項１記載の発明によれば、著作物鑑賞装置のユーザにホームページの検索等を行わ
せることなく、著作物紹介情報を表示させて著作物の内容を参照させ、著作物取得支援情
報により、ユーザが気に入った著作物を容易に該当する著作物提供サーバから受信して記
憶し、これをユーザに鑑賞させることができる。
　又、著作物鑑賞装置のユーザが著作物紹介情報を表示する際、電子書籍装置を通信回線
に接続する必要がなく、手軽に著作物の内容を参照できる。
　又、著作物紹介情報は著作物と比較してデータ量が少なくて済むので、著作物鑑賞装置
に大量に記憶することが可能である。
　又、著作物紹介情報を著作物鑑賞装置に記憶させ、これをユーザに閲覧させるので、著
作物自体を不正に閲覧される恐れがない。
　特に著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることなく、著作物紹介情報が記憶
される記憶領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除することができる。
　また、著作物紹介情報が削除される際、著作物鑑賞装置のユーザがこれから読む可能性
の高い、発効日付の新しい著作物紹介情報が削除されることを防止することができる。
【０１５９】
　請求項２記載の発明によれば、著作物鑑賞装置のユーザにホームページの検索等を行わ
せることなく、著作物紹介情報を表示させて著作物の内容を参照させ、著作物取得支援情
報により、ユーザが気に入った著作物を容易に該当する著作物提供サーバから受信して記
憶し、これをユーザに鑑賞させることができる。
　又、著作物鑑賞装置のユーザが著作物紹介情報を表示する際、電子書籍装置を通信回線
に接続する必要がなく、手軽に著作物の内容を参照できる。
　又、著作物紹介情報は著作物と比較してデータ量が少なくて済むので、著作物鑑賞装置
に大量に記憶することが可能である。
　又、著作物紹介情報を著作物鑑賞装置に記憶させ、これをユーザに閲覧させるので、著
作物自体を不正に閲覧される恐れがない。
　特に著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることなく、著作物紹介情報が記憶
される記憶領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除することができる。
　また、著作物紹介情報が削除される際、著作物鑑賞装置のユーザが閲覧済みの著作物紹
介情報が削除されることになって、ユーザが未読の著作物紹介情報が削除されることを防
止することができる。
【０１６１】
　請求項３記載の発明によれば、請求項１又は２に記載の発明と同様の効果が得られるこ
とは無論のこと、特に著作物鑑賞装置において、追加手段により、割当増減判断手段によ
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って一の著作物提供サーバに対する記憶領域の割当が増やされたと判断された場合に、増
やされた分に相当する著作物紹介情報が追加される。
　従って、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせることなく、著作物鑑賞装置の
記憶領域に、著作物紹介情報を新たに追加して、著作物紹介情報を更新することができる
。
【０１６２】
　請求項４記載の発明によれば、請求項１～３の何れかに記載の発明と同様の効果が得ら
れることは無論のこと、特に著作物鑑賞装置において、第２の削除手段により、著作物紹
介情報が閲覧された場合、当該閲覧済み著作物紹介情報が削除される。
　従って、閲覧済みとなり削除された著作物紹介情報が記憶されていた記憶領域が空き領
域となって、当該記憶領域を有効活用できる。
【０１６６】
　請求項５及び６記載の発明によれば、著作物鑑賞装置のユーザに何ら手続きを取らせる
ことなく、各著作物提供サーバから得られる広告料金に基づいて、著作物鑑賞装置の著作
物紹介情報が記憶される記憶領域を縮小変更して、著作物紹介情報を削除することができ
、著作物鑑賞装置を利用した広告活動を容易、且つ効果的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施の形態における、電子書籍装置、販売サイトサーバ、発行サイト
サーバ、管理サイトサーバとがネットワークを介して通信接続されている状態の著作物提
供システムの一例を示す図である。
【図２】　図１の電子書籍装置の外部構成を示す図である。
【図３】　電子書籍装置の内部構成を示すブロック図である。
【図４】　電子書籍装置の記憶媒体内の領域を説明するための図である。
【図５】　立ち読みデータを説明するための図であって、立ち読み分データを説明するた
めの図（Ａ）、購入支援データを説明するための図（Ｂ）と、立ち読み履歴データを説明
するための図（Ｃ）である。
【図６】　図１の販売サイトサーバの内部構成を示す図である。
【図７】　図１の発行サイトサーバの内部構成を示す図である。
【図８】　図１の管理サイトサーバの内部構成を示す図である。
【図９】　立ち読み購入処理の動作を示したフローチャート（１）である。
【図１０】　立ち読み購入処理の動作を示したフローチャート（２）である。
【図１１】　立ち読み購入処理の動作を示したフローチャート（３）である。
【図１２】　電子書籍装置における立ち読み選択画面の表示例を示す図（Ａ）と、複数の
ジャンルの表示例を示す図（Ｂ）である。
【図１３】　電子書籍装置におけるひとつのジャンルに分類される本の表示例を示す図（
Ａ）と、立ち読み文データの表示例を示す図（Ｂ）である。
【図１４】　電子書籍装置における定価その他情報画面の表示例を示す図（Ａ）と、本人
確認画面の表示例を示す図（Ｂ）である。
【図１５】　電子書籍装置における価格変更通知画面の表示例を示す図である。
【図１６】　広告閲覧購入処理の動作を示したフローチャート（１）である。
【図１７】　広告閲覧購入処理の動作を示したフローチャート（２）である。
【図１８】　電子書籍装置における広告データ一覧画面の表示例を示す図（Ａ）と、電子
週刊誌広告画面の表示例を示す図（Ｂ）である。
【図１９】　立ち読みデータ補充処理の動作を示したフローチャートである。
【図２０】　データ更新処理の動作を示したフローチャートである。
【符号の説明】
　１　　著作物提供システム
１０　　電子書籍装置（著作物鑑賞装置）
１１　　ＣＰＵ（表示制御手段、指定手段、アクセス手段、記録制御手段、割当
情報受信手段、割当増減判断手段、著作物紹介情報削除手段、第２の削除手段、
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作成手段、送信手段）
１２　　無線送受信部（アクセス手段、割当情報受信手段）
１３　　ＲＡＭ
１４　　キー入力部（指定手段）
１５　　ＬＣＤ表示部（閲覧手段、表示部）
１６　　電源部
１７　　記憶装置
１８　　記憶媒体（記憶部）
２０　　販売サイトサーバ（著作物提供サーバ）
２１　　ＣＰＵ
２２　　入力装置
２３　　表示装置
２４　　ＲＡＭ
２５　　記憶装置
２６　　記憶媒体
２７　　伝送制御部
４０　　発行サイトサーバ（著作物提供サーバ）
４１　　ＣＰＵ
４２　　入力装置
４３　　表示装置
４４　　ＲＡＭ
４５　　記憶装置
４６　　記憶媒体
４７　　伝送制御部
６０　　管理サイトサーバ（著作物提供支援サーバ）
６１　　ＣＰＵ（著作物支援情報送信手段、著作物紹介情報送信手段）
６２　　入力装置
６３　　表示装置
６４　　ＲＡＭ
６５　　記憶装置
６６　　記憶媒体
６７　　伝送制御部
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